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 ご配慮に深く感謝を申しあげます。 
 ソウルに到着した翌日よりずっと水害非常勤務中で
す。（注：韓国江原道において7月26日から29日にかけ
て発生した集中豪雨による水害のこと） 
 今日になってやっとメールを確認いたしました。 
 豊寿園について詳しい説明と、親切で心のこもった
もてなしにとても深く感銘を受けました。 本当に感謝
申し上げます。  
 園長様の丁重なもてなしのおかげで、日本に対して
とても良い印象を私たちチーム皆が受けました。  
 日本も地震や様々な自然災害で容易な状況ではない
ですが、韓国、日本すべてが大きい被害がないように
願っています。 地震を見事に克服され、もっと素晴ら
しい日本によみがえっている途中だと信じています。  
 韓国も様々な難しさがありますが、力をだして打ち
勝ちます。 本当に感謝を申し上げます。 
機会がありましたらもう一度お会いできればうれしい
ですね。ではお体にお気をつけください。 
           大韓赤十字社ソウル支局  
            新事業推進団  李 顯淑 
 

ト  ピ  ッ  ク  ス 
T  O  P  I  X 

華麗なる川柳への道 読者の皆さんからの川柳を投稿いただくこのコーナー。 

今回のお題は「スポーツ」です。次ページ以降に力作をご紹介しています。 
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締 切 間 近 ！ 

 10月26日（水）10：00～12：00 に豊寿園にて
“赤十字幼児安全法講習短期講習会”を開催し
ます。 

 この講習は、乳・幼児期に起こりやすい事故の
予防とその手当て、かかりやすい病気と症状に
対する手当てなどの知識と技術を習得していた
だく講習です。 

 今回はその中でも特に、家庭などで異物を誤っ
て誤飲誤嚥した際の除去方法や、万一の際の乳
幼児への心肺蘇生法について学んでいただく予
定です。 

 子育て真っ最中の方、お孫さんを預かる機会の
多い方など奮ってご参加ください。 

 受講希望の方は豊寿園までお電話ください。 

入 所 申 込 締 切 迫 る ！ 

 北九州市内の特別養護老人ホームの入所申
込は10月末までとなっています。 

 それまでにお申込いただいた方々は、平成23

年12月1日からの半年間、希望施設に空きが出
るのをお待ちいただく事となります．特養への入
所をご希望の方は急ぎ、希望施設にてお申込手
続きをお済ませください。 

 なお、豊寿園にお申込をいただいた方の待機
順位については、12月始めに文書にてご案内い
たします。また、待機の進捗はホームページで随
時お知らせいたします。 

豊寿園ホームページ http://nissekihoujuen.jp 

ご協力お願いします！ 

 すっかり秋の季候となったこのごろ、近くに冬の
足音も感じるようになりました。 

 空気も乾燥気味となり、そろそろインフルエンザ
などの感染症が心配されます。 

 豊寿園では、嘱託医と園内外の状況を踏まえ
適切な感染症予防対策を講じます。 

 ご面会の際には、手洗い・うがいの励行と、ご
自身が体調不良時の面会はお控えいただくなど、
感染症予防にご協力をお願いします。 

いつかお隣の国にも！ 

 7月27日にお隣の国、韓国より、大韓赤十字社
ソウル支局の職員が豊寿園に視察に訪れました。 

 皆さんは、日本の介護保険における赤十字の
福祉施設の実態を把握するための来福で、園内
の見学や豊寿園職員との意見交換を行いました。  

 職員は、韓国語が堪能な長崎管理栄養士を除
いて、慣れない通訳を介したコミュニケーションに
悪戦苦闘しながらも、赤十字の職員同士互いに
有意義な時間を過ごしました。 

 近い将来、韓国にも私達豊寿園と同じく、赤十
字の理念にもとづいた福祉施設が出来るかもし
れません。 

赤十字幼児安全法講習短期講習会 
  

1．日   時：平成２３年１０月２６日（水） 
         10：00～12：00 

2．会   場：日赤豊寿園研修会議室 

3．費   用：無料（但し、テキスト代３００円） 
4．後   援：北九州市 

5．参加資格：満15歳以上 

6．申込方法：下記へお電話ください 

         ＴＥＬ ０９３－４８１－１１２１ 

         担当：生活相談係 

※後日、ソウル支局から届いたメールをご紹介します 
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貴
方
が
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事
を
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
人
間
は
一
人
で
は
生
き
て
い

か
れ
ま
せ
ん
。
私
達
が
今
日
あ
る
の
は
周
囲
の
皆
様

の
温
か
い
支
援
と
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
ね
感
謝

致
し
ま
し
ょ
う
。 
 

私
達
は
様
々
な
事
を
体
験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
ね
。

あ
の
戦
前
戦
中
戦
後
の
激
動
期
を 

日
本
の
復
興
の

た
め
に
猛
烈
社
員
と
呼
ば
れ
な
が
ら
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
暮
ら
し
に
も
余
裕
を
持

つ
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
矢
先
に
互
い
の
大
切
な

伴
侶
を
ガ
ン
に
よ
り
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
若
い
二
人

を
亡
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
き
っ
と
貴
方
も
人

生
の
虚
し
さ
と
寂
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
事
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
貴
方
と
の
出
会
い
が
私
に
一
途
の
光
と
希

望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

山
の
キ
ノ
コ
栽
培
場
を
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
ね
。

緑
の
木
々
、
川
の
流
れ
、
鳥
の
声
な
ぞ
、
豊
か
な
環

境
の
中
で
の
仕
事
に
興
味
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

蛍
狩
り
で
は
乱
舞
す
る
蛍
を
白
い
両
手
で
掬
い
と
ろ

う
と
す
る
貴
方
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
少
女
が
い
や

い
や
清
楚
な
素
晴
ら
し
い
淑
女
を
感
じ
ま
し
た
。
同

じ
苦
し
み
と
共
に
し
た
者
同
士
余
す
人
生
を
と
も
に

出
来
る
な
ら
ば
き
っ
と
幸
せ
に
し
た
い
と
心
に
誓
い

ま
し
た
。
老
い
ら
く
の
恋
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
。 

 

さ
て
、
先
日
は
二
度
の
骨
折
、
長
期
の
入
院
、
体

の
不
調
等
本
当
に
心
配
し
ま
し
た
。
人
を
愛
す
る
事

の
嬉
し
さ
楽
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
早
く
、
体
の
調

子
を
治
し
ス
イ
ミ
ン
グ
や
ド
ラ
イ
ブ
や
旅
行
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
今
後
、
世
の
中
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
も
、
貴
方
に
対
す
る
私
の
愛
は
変
わ
ら
な
い
こ
と

を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
の
絶
え
な
い

家
庭
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
ん
な
気
持
ち
を

分
か
っ
て
く
れ
ま
す
か
。
世
界
一
の
長
寿
の
国
を

保
っ
て
い
る
の
は
和
子
さ
ん
、
貴
方
で
す
よ
。
頑
張

り
ま
し
ょ
う 

ご

長

寿

の

お

祝

い 

 

九
月
十
九
日 

敬
老
の
日
に
、
園
内
で
“ご
長
寿
の
お
祝
い
”を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

今
年
は
喜
寿
の
方
、
五
名
、
米
寿
の
方
、
五
名
、
白
寿
の
方
、
一
名
、
百

歳
超
の
方
、
一
名
に
園
長
か
ら
お
祝
い
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
年
は
お
祝
い
状
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
方
の
ご
家
族
様
か

ら
の
気
持
ち
の
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
会
場
に
て
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
 

ご
本
人
様
へ
の
お
祝
い
や
感
謝
の
気
持
ち
、
そ
し
て
、
深
い
愛
情
溢
れ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
会
場
全
体
が
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
た
一
日
で
し
た
。 

石
津
様
か
ら
和
子
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す 

写真左奥が石津様、
右前が和子様 

華麗なる川柳への道 

式典ではボランティアさんへの
感謝状贈呈式も行いました。 

豊寿園家族会から、記念品として 
カラオケセットが贈られました 

司会はプロの方にお願いしました。 
式典終了後には、職員による 
影絵を楽しんでいただきました。 

式典終了後には、金屏風をバック 
に記念撮影を行いました。 

た
く
さ
ん
の 

 
 
 

感
謝
を
込
め
て 

受賞者：藤井ひろみ様、山田裕子様、 
谷勝利様、河内三千代様、 
北九州華冠グループ様（順不同） 
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こんなんじゃ 無かったんだと さする腹     作者 匿名希望 大 賞 



華麗なる川柳への道 スポーツは  汗と涙が  よく似合う      作者 ＰＮキータン 

ボルト見て  せっかち性格  直したい    作者 匿名希望 
佳 作 

一 枚 ず つ 紡 が れ る  新 た な 記 憶 豊寿園 

アルバム 

7月 園内にダイキベーカリーさんを招い
て、大好きなパンを買って、喫茶コーナー
にて食べていただきました。 

7月 七夕の飾りつけを行いました。 
皆さんは何をお願いしたのでしょう。 

8月 夏祭りを行いました。ご家族様と一緒にお食
事や出店と、“リノさん”“ハイビスカスさん”のフラ
ンダンス、職員の出し物を楽しんでいただきました。 

9月 毎年、門司区社会福祉協議会が
行っています“門司区シルバー文化祭”
に、ご自分達が製作、出展した作品を
鑑賞するためバスハイクに行きました。 
豊寿園の腕自慢の皆さんです。 

8月 お化粧会にて、メイクアップ。 
慣れた手つきで素敵に変身し、 
記念撮影をしました。 

8月 訪問マッサージに来られている柴田さんの
ご紹介で、松田真朝さん、津久場郷史さんにミニ
ライブをしていただきました。松田さん、津久場さ
んの詳しい情報はウェブで。 

津久場郷史 
http://www.imhere.co.jp/artist/tuku_prof.html 

松田真朝 

http://www.pro-picasso.com/martha/ 

無 く し て し ま っ た 記 憶 【 も の 】 も あ る け れ ど  

こ こ で 増 え て い く  記 憶 【 も の 】 も き っ と あ る は ず 
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あなたと向き合った日々 
HOUJUEN × Family 

ご家族様の介護に取り組んだ経験をお話いただくこのコーナー。今回、荒木介護長のインタビューに応じてくださったのは、副嶋繁さん。芳子さんご夫妻です。 

―それは大変なご苦労でしたね。その後豊寿園に入所されることになりましたが、入所さ
れる前と後で施設に対してのイメージにギャップはありませんでしたか？― 

C O L U M N 

コ ラ ム 「 認 知 症 の 人 の 介 護 」 
ｔｅｘｔ ｂｙ 介護係長  奥水 薫（北九州市認知症介護指導者） 

「ストレスで胃を悪くしたりもしました。」 

―ご本人様と豊寿園とは、入所前からのショートステイをご利用いただいていま
したので長いお付き合いになりますね。豊寿園のことや、介護保険におけるい
ろいろなサービスについて、以前からご存知でしたか？― 

 「母は平成１７年ごろからもの忘れが目立ちはじめ、段々と介護が大変になっ
てきたので、平成１８年から介護保険を利用することになりました。近所にデイ
サービスがあるのは知っていましたので、最初は事業所に直接電話で問い合
わせました。そしたら、ケアマネさんを紹介されました。豊寿園のこともケアマネ
さんから認知症の対応ができるところという事で紹介してもらいました。」 

―在宅介護をされていて、一番ご苦労なさったのはどのようなことでしたか？― 

 「夜中に起きて家の中を歩き回ることですね。デイサービスに通っていたんですが、家に
戻ってくると寝るんです。そして夜中になると目が覚めて･･･。一人で出て行かない様に、 

家中閉められるところは全て鍵をかけてました。私達夫婦で母と３人で暮らしながら介護を
していましたが、お互い仕事をしてましたし、ストレスで胃を悪くしたりもしました。」 

 「あまり感じませんでしたよ。以前から仕事の関係上、病院や施設を見る機会はありま
したが、その時は薄暗くてお年寄りの対応に違和感をおぼえたことはありました。 
 けれども、豊寿園は明るくて昔の施設の様な印象はありませんね。入所してからは、
やっぱり24時間見てもらえる事に安心しています。本人も歌を唄ったり、面会に行けば
話も出来ていますし、このまま穏やかに過ごしてくれれば良いと思っています。」 

今回インタビューに応じてくださった副嶋さんご夫妻 

9月21日は「世界アルツハイマーデー」でした。当園の待機者の数が入所者の数をはるかに超え、そのう
ちの半数が在宅介護を受けておられるという実態を受けて、介護家族の方々への支援は十分なのだろうか
と思っていました。 

地域の方に認知症のお話をさせていただいた際、大きくうなずく参加者の方々を拝見し認知症介護の体
験者が多くおられるのを実感しました。何かお手伝いができないものかと考え、今回「認知症介護家族支援
に向けた研修会講師養成研修」に参加してまいりました。 

認知症の初期の症状は、介護家族を混乱させ、また認知症ご本人も苦しめる結果となります。徘徊や物
盗られ妄想も、その行動を起こす原因を考え対処しなければなりません。背景にある要因を考えケアをしな
ければならないのですが、うまくいった対応も突然拒否されることもあります。逆に、認知症のご本人様に教
えていただくこともたくさんあります。 

超高齢化と尐子化の最中、介護を必要とする方と介護を担う方の比率を考えると私自身将来に不安を感
じずにいられません。 

小中学校での認知症サポーター養成講座等も当園のキャラバンメイトの職員が実施しています。認知症
介護に関わる職員として今後も地域との関わりを大切にし、認知症になっても安心して暮らせる地域づくりの
お役に立てれば幸いです。私達、豊寿園がお役に立てる事があるのであれば、お気軽にご相談ください。 

今回のインタビュアー 荒木介護長 

華麗なる川柳への道 なでしこに 負けず家族で ボールけり     作者 匿名希望 

スポーツは 人だけがする ゲームだよ      作者 ＰＮ のんちゃん 
佳 作 

JAPANESE RED CROSS 

SOCIETY FUKUOKA 

PREFECTURAL CHAPTER 

THE SPECCIAL NURSING HOME 

HOUJUEN  



い

つ
も

そ

こ

に

あ

る

 

赤

十

字 

地
域
と
地
域
、
人
と
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あ
い
だ
に
い
つ
も
赤
十
字
が
あ
る 

7月28日 

 夏の恒例行事となりました、門司区ボラン
ティア・市民活動センター主催の、「夏休み福
祉体験講座」が豊寿園を会場に行われました。
門司区内の小中学生約40名が、介護の体験
やご利用者様との交流を行い、最後には参加
者全員で記念の手形作品を作りました。 

9月28日 門司区地区赤十字奉仕団の皆さんとの交流会を行いました。当日は校区代表者の会議を
行った後、園入口の花壇にベコニアを植えて、キレイな赤十字を表現しました。 

9月21日 

 松ヶ江中学校に
て、豊寿園職員に
よる福祉体験授業
を行いました。当日
は車椅子の押し方、
乗り方についてや、
介助を受ける人の
気持ちを学んでい
ただきました。 

7月22日 

 松ヶ江北小学校
との2回目の交流と
して、荒木美奈介
護長が小学校に出
講し、認知症につ
いての授業を行い
ました。 

8月27日 

 北九州市社会福祉
協議会主催の「認知
症サポーター養成講
座」に、荒木美奈介護
長が出講しました。奥
水係長が扮する認知
症高齢者とのロール
プレイを通じて、対応
の仕方などを分かりや
すく伝えました。 
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次号は1/15発行予定です。○川柳のお題は「成人式」です。奮ってご参加ください。 
○豊寿園アルバムは10月から12月の行事をご紹介いたします。 次号予告（Next issue notice） 
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香
ば
し
さ
や
香
辛
料
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う 

 

ゆ
ず
・レ
モ
ン
・す
だ
ち
な
ど
の
柑
橘
類
や
、
し
そ
、
ハ
ー
ブ 

な
ど
の
香
草
類
、
み
ょ
う
が
な
ど
の
香
り
の
強
い
も
の
を
料 

理
に
加
え
ま
し
ょ
う
。
香
り
や
酸
味
が
加
わ
る
こ
と
で
、
薄 

味
で
も
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
柑
橘
類
と
同
じ
く
、
お
酢
も
和
え
物
や
焼
き
物 

に
利
用
す
る
と
風
味
も
増
し
て
、
醤
油
な
ど
を
そ
れ
ほ
ど 

使
わ
な
く
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
す
。 

JAPANESE RED CROSS 

SOCIETY FUKUOKA 

PREFECTURAL CHAPTER 

THE SPECCIAL NURSING HOME 

HOUJUEN  

お知らせ（information） 【実習生の受け入れ予定】 
 九州女子大学介護等体験 11/14～11/18 ２名   

介護一口メモ 栄養一口メモ 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
ご
存
知
で
す
か
？ 

前
回
、
感
染
症
の
予
防
方
法
と
し
て
「手
洗
い
」

の
方
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

今
回
も
引
き
続
き
感
染
症
の
予
防
方
法
と
し
て
、

「肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

調
理
の
工
夫
で
塩
分
を 

お
い
し
く
減
ら
し
ま
し
ょ
う 

 
 
 

 
 

ポ
イ
ン
ト
１ 

 

香
り
や
酸
味
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う 

 

炒
っ
た
ゴ
マ
や
胡
桃
で
和
え
た
り
、
焼
き
物
や
煮
込
み
料 

理
に
、
カ
レ
ー
粉
や
と
う
が
ら
し
な
ど
の
香
辛
料
で
料
理 

に
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
る
と
、
料
理
に
も
変
化
が
つ
き
、
全 

体
的
に
塩
分
を
控
え
た
献
立
に
な
り
ま
す
。 

 

前
回
に
引
き
続
い
て
「塩
分
を
ひ
か
え
る
コ
ツ
」の 

第
2
弾
で
す
。 

 

前
回
は
、
塩
の
使
い
方
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ 

ま
し
た
。  

 

 

し
か
し
、
た
だ
単
に
塩
味
を
控
え
る
だ
け
で
は
、 

す
っ
か
く
の
料
理
を
お
い
し
く
い
た
だ
く
事
が
で
き 

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
長
続
き
し
ま
す
ん
。 

 

そ
こ
で
今
回
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
調
理
の
仕
方
で 

美
味
し
く
塩
分
を
減
ら
す
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

厚
生
労
働
省
の
“人
口
動
態
統
計
”に
よ
る
と
、

日
本
人
の
4
番
目
に
多
い
死
因
が
肺
炎
で
す
。  

 

高
齢
者
を
中
心
に
、
肺
炎
で
亡
く
な
る
人
は
年
間

8
万
人
に
達
し
ま
す
。 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た

高
齢
者
の
1/

4
が
細
菌
性
肺
炎
に
な
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

悪
化
が
早
い
肺
炎
の
場
合
は
、
治

療
薬
の
効
果
が
で
る
前
に
死
亡
す
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
す
ん
。 

 

肺
炎
の
死
亡
率
は
薬
や
医
療
技
術
の
向
上
な

ど
に
よ
っ
て
最
近
ま
で
は
低
下
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
近
年
再
び
上
昇
し
て
い
ま
す
。  

 

「肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」は
高
齢
者
の
肺
炎
の
原

因
と
な
る
病
原
体
の
な
か
で
、
最
も
頻
度
の
高
い 

「肺
炎
球
菌
」と
い
う
細
菌
を
狙
っ
た
予
防
ワ
ク
チ

ン
で
す
。 

当
然
な
が
ら
、
肺
炎
球
菌
以
外
の
微
生

物
に
よ
る
肺
炎
の
予
防
効
果
は
あ
り
ま
す
ん
。  

 

く
れ
ぐ
れ
も
「肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
す
べ
て
の

肺
炎
に
有
効
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」こ
と
を
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。  

 

さ
ら
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
「肺
炎
予
防
効
果
」

と
と
も
に
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
「肺
炎
に
な
っ
て
も

軽
症
で
す
む
」、
「抗
生
物
質
が
効
き
や
す
い
」な

ど
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。 

 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
肺
炎
球
菌
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
病
気
（感
染
症
）を

予
防
す
る
効
果
の
あ
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。  

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
の
持
続
期
間
は 

？ 

肺
炎
球
菌
と
は
ど
ん
な
ワ
ク
チ
ン
か
？ 

 

5
年
で
抗
体
価
（ 

注
・ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
示
す
指
標
）

が
ピ
ー
ク
時
の
8
割
に
低
下
し
ま
す
が
、
5
年
以
後
も

効
果
は
残
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
23
種
類
の
肺
炎
球
菌
す
べ
て

に
対
し
て
十
分
な
免
疫
を
獲
得
で
き
る
か
は
、
個
人
差
が

大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
み
ん
な
に
同
じ
程
度

有
効
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
す
ん
。  

 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
各
医
療
機
関
に
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
や
、
接
種
を
ご
希
望

の
際
に
は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
に
は
？ 

【参考】まえだ循環器内科ＨＰより 
 http://www.m-junkanki.com 



6：00     起床 

7：45     朝食 

8：00     歯磨き 

9：00     ラジオ体操 

10：00    整容 

 

12：00    昼食 

        歯磨き 

        ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

        入浴 

15：00   おやつ 

 

17：30   夕食 

18：00   歯磨き 

        就寝準備 

 

21：00   消灯 

         

FRUIT  FULL TREE 

Ｖ Ｏ Ｌ    1 3 

「豊かな樹」では、“地域ぶらり情報”の取材にご協力いただける地域の商店を募集していま
す。読者からの推薦も受け付けておりますのでお気軽にご連絡ください。 お知らせ（information） 

 

十
四
年
前
、
夫
の
転
勤
で
家
族

三
人
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
関
門

ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
北
九
州
に

移
っ
て
き
ま
し
た
。
右
も
左
も
わ

か
ら
ず
友
達
も
い
な
い
中
で
、
ふ

と
目
に
留
ま
っ
た
赤
十
字
家
庭
看

護
法(

現 

赤
十
字
健
康
生
活
支

援
講
習)

の
講
座
を
受
け
ま
し
た
。 

 

そ
の
時
の
先
生
の
一
言
で
「じ
ゅ

ん
の
会
」に
入
会
し
ま
し
た
。 

 
 

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は 

・・」と 

い
う
お
話
で
し
た
が
、
ま
ず
当
時

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
の 

意
味
さ
え
知
り
ま
す
ん
で
し
た
。 
 

そ
の
先
生
の
お
話
に
よ
る
と
、

「奉
仕
家
」と
い
う
こ
と
ら
し
い
の

で
す
が
、
言
い
換
え
る
と
「自
分
の

活
動
に
責
任
を
持
っ
て
、
し
か
も

無
償
で
働
く
。
」と
い
う
意
味
が
あ

る
そ
う
で
す
。 

随
分
難
し
い
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

で
も
、
九
州
に
移
っ
て
き
て
め
ぐ

り
合
っ
た
の
も
何
か
の
ご
縁
だ
し
、

今
ま
で
全
く
足
を
踏
み
入
れ
た
こ

と
の
無
か
っ
た
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
と

浸
か
っ
て
み
る
の
も
良
い
も
の
だ
と

思
い
、
五
十
歳
を
目
前
に
し
て
一

念
発
起
し
活
動
に
参
加
し
て
い
き

ま
し
た
。
今
で
は
ず
ぶ
ず
ぶ
と
沼

地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
か
の
如
く

の
毎
日
で
す
。 

 Ｗｅ are Volunteer 
赤十字活動を支えるボランティアさんを紹介するコーナーです。 

「
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
し
か
も
無
償
で
働
く
。 

 
 

 
 

 

こ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

 

赤
十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
を
し
て
い
る
と
、
色
々
な
出

会
い
や
研
修
を
通
し
て
月
謝
を
払

わ
ず
に
勉
強
が
で
き
る
、
そ
の
中

で
自
分
に
磨
き
が
か
か
る
、
こ
れ

は
い
い
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

「情
け
は
ひ
と
の
た
め
な
ら
ず
」

と
い
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
い
つ
か
は

巡
り
巡
っ
て
く
る
も
の
だ
と
信
じ
つ

つ
、
今
日
も
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

―
 

じ
ゅ
ん
の
会
に
入
会
し
て
良

か
っ
た
と
思
う
の
は
ど
う
い
う
と

き
で
す
か
？ 

―
 

―
 

国
島
さ
ん
が
会
長
を
努
め
る

じ
ゅ
ん
の
会
会
員
の
方
が
投
稿
し

て
く
だ
さ
っ
た
川
柳
を
結
び
に
ご

紹
介
い
た
し
ま
す―

 

真
っ
白
な 

 

リ
ネ
ン
に
代
え
た
よ 

 

さ
あ
ど
う
ぞ 

国島 ふさ子 さん 
北九州赤十字看護奉仕団
じゅんの会 会長 
北九州で唯一の赤十字看護
奉仕団であるじゅんの会会長
として、豊寿園の開園以来、リ
ネン交換などの活動を続けて
いただいています。 

 

今
回
は
、
豊
寿
園
の
開
設
と
と

も
に
結
成
さ
れ
た“
北
九
州
赤
十

字
看
護
奉
仕
団
じ
ゅ
ん
の
会
“ 

会
長
の
国
島
ふ
さ
子
さ
ん
に
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
ら

れ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
お
話
を 

伺
い
ま
し
た
。 

華
麗
な
る
川
柳
へ
の
道
（番
外
編
） 

―
 

じ
ゅ
ん
の
会
に
入
会
さ
れ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

―
 

 豊寿園体験リポート 
豊寿園のご利用者様の日常を紹介するコーナーです。 
今回はショートステイの一日をケアプランセンター管理者
の城戸さんが体験してきました。 

こ
こ
は
生
活
の
場
所 

自
宅
と
変
わ
ら
な
い 

環
境
を
・・・ 

 

要
介
護
者
を
抱
え
る
ご
家

族
様
が
、
外
出
な
ど
の
用
事

で
介
護
が
で
き
な
い
時
、
家

族
の
身
体
的
・精
神
的
な
介

護
負
担
の
軽
減
を
図
る
時
、 

ご
利
用
者
様
に
短
期
間
宿

泊
し
て
い
た
だ
く
場
所
、
そ

れ
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
す
。 

 

短
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が

ご
利
用
者
様
が
不
安
な
く

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

職
員
が
関
わ
り
を
持
ち
な

が
ら
、
自
宅
で
の
生
活
ス
タ

イ
ル
を
な
る
べ
く
変
え
な
い

よ
う
に
支
援
さ
す
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は

色
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

 

今
回
の
体
験
は
、
傾
聴 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
レ
ク 

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
一
緒
に
参

加
さ
す
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

季
節
の
お
話
か
ら
始
ま

り
、
懐
か
し
い
歌
で
は
、
皆

さ
ん
自
然
と
歌
詞
を
口

ず
さ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
お
話
は
盛
り
上

が
り
、
い
つ
も
は
あ
ま
り
お

話
し
を
さ
れ
な
い
ご
利
用

者
様
も
、
楽
し
か
っ
た
若
い

頃
の
思
い
出
を
一
つ
一
つ

お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

一
日
の
う
ち
の
た
っ
た
ひ

と
時
で
す
が
、
皆
さ
ん
が

一
緒
に
笑
顔
に
な
れ
る
時

間
で
し
た
。 

Ｈｏｕｊｕｅｎ Ｅｘｐｅｒｉｒｎｃｅ ｒｅｐｏｒｔ 

１ 日 の 流 れ  



 私は15年ほど草野球をしています。 
その名は‘パーリーゲイツ’。勝利への道という意味

です。 
 
 高校時代の友人と、歳をとる前に何かしよう！と思 
い立ち、同窓生に声を掛け何とかチームを作りました。 
 当時は、全国軟式野球連盟、略して、全軟。という 
格式とレベルの高いリーグに加入していましたが、所 
詮は草野球、遭えなく2年で脱退。その後某全国紙のサ 
ンデーリーグに加入し現在に至ります。 
 
 加入当初は当然の事ながら平均年齢25才！C級から 
始まり‘アッ’という間にA級に昇格しました。 
 
 ところが、歳と時代の波には敵わず・・・・・ 
 
 体力が衰えた、工場の統合等で転勤になった、はた 
また、子供の面倒を見る等の理由によって、メンバー 
が年々ひとり、ふたりと減っていき、勝利よりも毎年 
チームの存続が危ぶまれる状態です（汗） 
 
 そんな状況ですが、同じリーグの方で70才を過ぎて 
まだまだ現役のピッチャーの男性がいます（さすがに 
三振はしませんが、たまに負けます）。    
 この方までとは行きませんが50才くらいまでは何と 
か草野球を続けたいと思います。  

発行日：平成23年10月15日 
発行元：日赤豊寿園 
編 集：平成23年度日赤豊寿園広報委員 

表紙撮影：城戸匡美(ｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ管理者) 
撮影場所：洋膳茶房にしき 

所在地：〒800-0112 北九州市門司区大字畑1808-5 
    TEL 093-481-1121 FAX 093-481-5678 
    Email info.houjyu.jrc@cnc.bbiq.jp 
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地域ぶらり情報 豊寿園ブログ村 

 豊寿園に勤務する職員がお勧めの地域情報を紹介するコー
ナーです。 

 今回ご紹介するのは、機能訓練指導員 松尾彩子さんお勧めの

焼きカレーのおいしい、洋膳茶房にしき さんです。 

 焼きカレーは門司港のご当地グルメとして有名ですが、 

私のいちおしのお店は『洋膳茶房にしき』 さんです。 

 このお店は、とにかく五感を刺激されます！ 

 まず、お店の敷地内に入ると、和なのか洋なのか、新しいのか、

古いのか・・、不思議と調和がとれていて素敵な雰囲気。そして、

聞こえてくる音はあまり耳慣れない音楽。アンティークの椅子に

腰かけると、自分がどこにいるのか分からなくなるような錯覚を覚

えます。 

 評判の焼きカレーセットを注文し、しばらく待つと香ばしいカ

レーの香りとともに焼きカレーが運ばれてきます。この焼きカレー

は具がいっぱいで、ごぼう、かぼちゃ、ニンジン、こんにゃく？昆

布？？・・何が入っているのか、見つけるのも楽しみの一つです。  

 身体に優しくて美味しいカレーを食べたあとは、デザートのす

いかのシャーベットとコーヒー。ほっこりしたひと時が過ごせます。 

 脳の活性にも癒しにもなる『洋膳茶房にしき』。ぜひ一度お立ち

寄りください。 

門司のご当地グルメを食べませんか？ 

洋膳茶房にしき 
 

北九州市門司区港町2-17 
ＴＥＬ  093-321-2602 
定休日：月曜日 

 豊寿園に勤務する職員が私生活で感じたことなどを徒然と

書き込む豊寿園ブログ村。 

 今回は介護長兼訪問介護管理者兼ケアマネジャーの 

坂根琢也さんです。 

  豊寿園職員のブログはホームページ上で公開しています。 
 毎月１回更新中です。是非一度ご覧ください。 
 ○ホームページアドレス http://nissekihoujuen.jp 

「部員募集中です！！」 

編集後記(editorial note）  
 

 長かったような、短かったような猛暑？も通り過ぎ、 
すっかりと秋らしい気候となりました。 
 子どもを持つ身としては、仕事以外に運動会やお遊
戯会、七五三に参観日と、プライベートも賑やかに
なってきました。 
 今回の“豊かな樹”では新卒職員の座談会を企画し
ました。日々逞しくなっていく彼女達を見ながら、目
標や課題に取り組んで行くことの大変さや、素晴らし
さを感じます。 
 一人の親として、どうすればそのことをわが娘にも
伝える事ができるか、今度父親達の座談会でも企画し
ようかと考える「悩める秋」です。 
        平成23年度広報委員 生活相談係 森 英樹 

お 店 の 外 観 

焼カレー以外にも体においしい
メニューがたくさんあります 

イラスト = M/Y/D/S (http://clipart.myds.jp/) 
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豊寿園に入職され１、2年のみなさんですが、日を重ねるうちに緊張した表情が和らぎ、ご
利用者様に笑顔で接する姿に、近い将来豊寿園の中心となる職員になっていくのだと確信
しています。 
皆さんには「これでいいのか」と、常に考える職員でいてほしいと思います。介護の世界は

日々進化しています。古いやり方や体質は変えていかなければなりません。情報を収集する
アンテナを張り巡らし、自己啓発をおこない、自分自身の意見を伝えられるスキルや能力を
身につけてほしいと思います。 
現状に甘んじることなく、ご利用者様が安心安全に笑顔で過ごせる施設、地域から選ばれ

愛される施設を実践するには、職員一人ひとりの団結力が必要です。この豊寿園で、ご利用
者様お一人おひとりと、専門職である貴方達の物語を紡いでいって欲しいと思います。 
そして、そのような高い志を持つ若い方々が、これからも豊寿園に集ってくれることを期待

しています。  

豊寿園フレッシュマン 
座 談 会 

養成校でもっと学んでおきたかったと感じるのは何ですか？ 

岩藤 ：入職してみて、高齢者が医療と密接に関係してる方が多いということを痛感しました。もっと、

疾病や薬などについて勉強しておけば良かったと感じてます。 

倉田 ：やはり、認知症のこと、特にコミュニケーションや対応について勉強しておきたかったですね。 

川口 ：学校では、認知症の症状など一般的な理解は教わりますが、もっと実践的な対応方法等が 

必要だと感じました。 

貴方たちの物語を  ～ 座談会の結びに ～ 

荒木介護長（以下、荒木） ：実際の対応は学校での授業ではなく、

実習を通じて直に対応してみないと学べない事が多いですよね。

対応も個別的なものが多いので、先輩達の場面毎の対応を見て、

その意図などを教わりながら高めていって欲しいと思います。 

豊寿園に入職してから、赤十字への意識に変化はありましたか？ 

介護係長  奥水  薫 

（北九州市認知症介護指導者） 

豊寿園に入職して良かったと感じることは何ですか？ 

岩藤 ：入所されている方の多くが認知症をお持ちなので、認知症介

護の事を深く学ぶ事が出来る事が自分自身のスキルアップに繋がると

思います。 

居倉 ：私も同感です。日々の業務の中だけではなく、毎月の研修な

ども充実しているところが入職して良かったと思います。 

牧野 ：私は、目標にしたい先輩達が多いところが、入職して良かった
と思う点です。そういった先輩達が丁寧に指導してくださる環境があり
がたいと思います。 

荒木 ：将来、ああなりたい、こうなりたい、だけでなくて先輩の職員と
比較して何が足りないのか、身につけるにはどうすれば良いのかを具
体的に考えて欲しいと思います。先輩達と一歩ずつ一緒に向上してい
きましょう。 

岩藤 ：やはり、今回の東日本大震災では報道などで自分の所属している組織の大きさや重
要性を強く感じました。 

牧野 ：私もプライベートで赤十字のマークを見つけたり、献血ルームなどの近くを通ると、こ
こにも同じ仲間が働いているんだなと感じて嬉しくなります。 

居倉 ：先輩達が、ご利用者様の介護方法を検討したり、お一人おひとりに対して一生懸命
になっている姿を見ると、入職時の研修で教わった、赤十字の理念である「人道」という言葉
の意味を意識させられます。 
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豊寿園フレッシュマン座談会 

「 私 達 の 物 語 」 
 秋は、介護分野も含め、就職活動のピークを迎える時期です。豊寿園に新たに加わった新卒職員達に、豊寿園での業務や 

入職前から今日までに戸惑ったことなどを荒木介護長の進行のもと語り合ってもらいました。 

 これから介護の仕事に就きたい、また、豊寿園で働いてみたいとお考えの方がいらっしゃいましたら、参考にされてください。 

座談会に参加した職員紹介(出身校・入社年) 

1階特養 介護福祉士 

岩藤 忍 
(麻生医療福祉＆観光 
カレッジ専門学校 卒  
Ｈ22年 入職) 

1階特養 介護福祉士 

川口 葵 
(東筑紫短期大学 卒 
Ｈ22年 入職) 

2階特養 介護福祉士 

牧野 真弓 
(啓知高等学校 卒 
Ｈ22年 入職) 

1階特養 介護福祉士 

倉田 沙耶香 
(慶成高等学校 卒 
Ｈ23年 入職) 

1階特養 介護福祉士 

居倉 央実 
(日本社会事業大学 卒 
Ｈ22年 入職) 

入職前の豊寿園のイメージはどういうものでしたか？ 
岩藤 ：自宅が近くなので、入職前にボランティアとして特養に入らせてもらってい

たのですが、時間がとてもゆっくりと流れていて、せかせかしていない雰囲気がとて

も良いと思いました。だけど、赤十字の施設なので採用してもらうのは難しいかなと
思っていました。 

川口 ：学校で求人票を見たときに、認知症の方を専門的に介護しているとあった

のを見て、私自身在学中から認知症介護にとても興味があったので、受験してみ

たいと思いました。 

居倉 ：見学に行った時に、奥水係長から個別ケアの取り組みを聞いて、お年寄り

一人ひとりを大切にしている施設だなと感じていました。 

入職後に戸惑ったことはありませんでしたか？ 

牧野 ：私は在学中から2度実習をさせてもらっていました。その時は、皆と同じよう

にゆったりと時間が流れてると感じていましたが、いざ自分が職員になってから、そ

の裏では職員がとても慌しく動いていてそのペースに慣れるのに戸惑いました。 

居倉 ：3交替の勤務なので、体力や精神的にも慣れるのが大変でした。 

倉田 ：はじめの頃は、ペースについていけなくて質問するのにも先輩を捕まえる

のに苦労していました。先輩たちも親切に教えてくれるので助かっています。 

今、自分で感じている課題は何ですか？ 

岩藤 ：入職から2年目になって、日勤帯のリーダー勤務（注：当日の出勤者に業

務内容の分担や指示を行ったり、ご利用者様の行動を見守る業務です）をさせて

もらえるようになったのですが、もっと周りの出勤者の動きを把握しながら指示でき

るようにならないといけないと感じています。 

川口 ：私も同じくリーダー勤務をする時に、周りの先輩達に私が見えていない部

分をフォローされてばかりなので、もっと周りを見渡す能力が必要だと感じています。 
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